
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 主な議案、意見書案の討論・採決の結果は次号「１２月議会特集」で報告します。 
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山岡 光広 
甲南町森尻 16 
℡  86-2985 
Fax 86-0415 

岡田 重美 
土山町南土山甲 78-15 

℡ 66-0696 
Fax 66-0696 

西山 実 
水口町本丸 3-28 
℡ 62-3044 
Fax 62-3044 

山
岡
光
広
議
員
は
、
厚
生
文
教
常
任

委
員
会
で

「甲
賀
市
水
口
医
療
介
護
セ

ン
タ
ー
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
」
に
反
対
し
ま
し
た
。
今
回
の

条
例
は
、
現
在
の
水
口
医
療
介
護
セ
ン

タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
、
併
設
す
る
老
健
施

設
さ
さ
ゆ
り
を
閉
所
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
も
の
で
す
。 

山
岡
議
員
は
、
「水
口
医
療
介
護
セ
ン

タ
ー
は
旧
水
口
市
民
病
院
の
時
代
か
ら

地
域
医
療
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

き
た
。
経
営
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
、

指
定
管
理
に
す
れ
ば
経
営
が
改
善
さ

れ
、
収
支
が
と
れ
る
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。
診
療
科
目
が
縮
小
さ
れ
、
夜
間

と
日
曜
診
療
に
限
ら
れ
、
あ
と
は
在
宅

診
療
と
な
れ
ば
、
地
域
に
と
っ
て
必
要

な
医
療
が
確
保
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い

か
。
日
曜
診
療
や
在
宅
医
療
を
継
続
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
指
定
管
理

料
が
加
算
さ
れ
、
市
の
持
ち
出
し
は
増

え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し

た
。 

◆ 
 
 
 
 

◆ 

岡
田
重
美
議
員
は
、
総
務
常
任
委
員

会
で

「公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
」
「甲
賀
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
」
に
反
対
し
ま
し
た
。 

岡
田
議
員
は
、
「使
用
す
る
人
と
使
用

    

議案提案権議案提案権議案提案権議案提案権活かして活かして活かして活かして意見書案意見書案意見書案意見書案をををを提出提出提出提出 

◆世界平和統一家庭連合（旧統一協会）の解散命令を求める意見書 

山岡光広議員は「世界平和統一家庭連合(旧統一協会)は、霊感商法や高額献

金、当事者の意思を無視した集団結婚など、数々の反社会的活動を行い、自民

党など政治家との癒着も問題となっている。解散命令を裁判所へ速やかに請求

するよう強く求める」と意見書を提案。 

 

◆原発運転期間の原則４０年ルールを守り厳格な運用を求める意見書 

西山実議員は「老朽原発を動かすことは極めて大きな危険を伴う。運転休止

中も配管やケーブル、ポンプ、弁など原発の各設備・部品が劣化する。運転開

始から休止期間も含めて原則 40 年を運転期間とする現行の規定をゆるめるこ

とは問題」と意見書を提案。 

 

◆介護保険制度の改悪をやめ、制度の充実を求める意見書 

  岡田重美議員は「介護保険サービスの利用料２～３割負担の対象拡大、要介

護１、２の訪問介護・通所介護の保険給付外し、ケアプランの有料化、老健施

設などの相部屋（多床室）の有料化、保険料の納付年齢の引き下げと利用年齢

の引上げなどの制度改悪は、保険制度の根幹に関わる大問題」と意見書を提案。 

 

し
な
い
人
の
公
平
性
を
は
か
る
た
め
と

い
う
理
由
で
、
多
く
の
公
共
施
設
が
令
和

５
年
４
月
か
ら
値
上
げ
に
な
る
。
定
期
的

な
見
直
し
を
行
い
、
最
終
的
に
は
施
設
に

か
か
る
コ
ス
ト
の
50

％
を
使
用
料
で
賄

お
う
と
す
る
も
の
。
公
共
施
設
は
市
民
誰

も
が
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
維
持
、
地

域
活
動
な
ど
を
気
軽
に
行
う
た
め
に
提

供
さ
れ
る
施
設
で
、
受
益
者
負
担
と
い
う

考
え
は
な
じ
ま
な
い
。
値
上
げ
に
よ
っ
て

利
用
回
数
を
減
ら
し
た
り
、
利
用
で
き
な

く
な
る
方
が
あ
れ
ば
本
来
の
目
的
を
果

た
せ
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。 

◆ 
 
 
 
 
 

◆ 

 

西
山
実
議
員
は
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会
で

「甲
賀
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
」
「甲
賀
市
公
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
」

に
反
対
し
ま
し
た
。 

西
山
議
員
は
、
「市
民
に
利
用
さ
れ
て

こ
そ
公
共
施
設
を
設
置
す
る
意
義
が
あ

る
。
他
の
施
設
と
の
公
平
性
を
理
由
に
、

無
料
を
有
料
に
、
料
金
改
定
と
し
て
値
上

げ
を
提
案
し
て
い
る
。
さ
ら
に
令
和
７
年

に
は
、
激
変
緩
和
分
の
再
値
上
げ
を
計
画

し
て
い
る
。
料
金
の
値
上
げ
に
よ
り
、
利

用
者
の
減
少
や
使
用
時
間
の
減
少
に
つ

な
が
る
こ
と
は
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
推

察
で
き
る
。
市
民
の
健
康
増
進
等
の
公
共

施
設
の
設
置
の
趣
旨
に
も
反
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
題
点
を
指

摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。 

日本共産党演説会日本共産党演説会日本共産党演説会日本共産党演説会    

大軍拡・大増税ストップ 

政治の夜明け、ごいっしょに 
 

１月２１日（土） 午後２時半開会 

びわ湖ホール・大ホール 

 

 

清水ただし清水ただし清水ただし清水ただし    
          

前衆議院議員が 

         お話しします。 
 

         YouTubeでも配信 

１２月定例議会は 14 日から 19 日まで各常任委員会で付託審査が行われ、日本共

産党の山岡光広議員は甲賀市水口医療介護センター条例の全部を改正する条例の

制定に、岡田重美議員は公共施設使用料の見直しに伴う関係条例の整備に関する条

例の制定、甲賀市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例の制定、甲賀市

議会の議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例の制定に、西山実議員

は、甲賀市都市公園条例の一部を改正する条例の制定、甲賀市公園条例の一部を改

正する条例の制定に、それぞれ問題点を指摘し、反対討論を行いました。 

 


